
富士山を守り未来につなぐ

富士山SDGs
エス ディー ジー  ズ

コミュニケーション手段を増やす

 手　話

　富士宮市に住む私たちが、これからもずっと
このまちで住み続けるためにみんなで取り組む
目標です。
　できることから一つずつ、一人ひとりが意識
して行動しましょう。

　市内事業者や団体、学校企業、そして家庭内
など、さまざまな場所でSDGｓが広がっています。
　SDGsに貢献する優れた活動をしている事業者や団体、学校、自治
会などを表彰する「富士山SDGsアワード」で表彰された取り組みを紹
介します。

大岩3区こどもクラブ

　家庭環境による「学習格差」への
課題を解決する

　富士宮市のSDGsへの取り組みを市公式ウェブ
サイトで紹介しています。

企画戦略課　☎22-1113　　■問

障がい療育支援課　☎22-1145■問

　 　　

　過去に掲載した手話を動画で紹介しています。
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一人ひとりが少し工夫するだけで、誰かの優し
い暮らしにつながります。できることから一つ
ずつ、暮らしのなかに取り入れてみませんか。

家庭でも学校でもない､新しい｢居場所｣

　こどもたちの居場所として「夏休みにこどもをみてく
れる機会があるといい」、そんな地元からの要望から始
まり、月1回こどもが安心して過ごせる場を提供してい
ます。
　食事の提供に加え、地域の人と一緒に調理したり、食
べる時間を作ることで、世代を超えた交流が行われてい
ます。
　また、退職後の教師を中心とした地域のボランティア
が、宿題などの学習をお手伝いしています。

　

手の甲を上にして親指を立てる(数字の5)
胸の前で上下にすると､5月5日(こどもの日)となる　

こどもの日

　

親指を立てた左手に右手の先を当てながら上にあげる(育てる)
顎にあてた右手の親指と人差し指をおろして閉じる(ほしい)　　

右手のひらを下に向け､頭をなでるように回す（こども）
両肘を張って、こぶしを同時に上下させる（元気）

こどもは元気に育ってほしい

手話に
合った表情で

　手話では､動きの強弱や速
さ､表情で｢うれしい｣｢悲しい｣
などの感情が伝わります。

相手の
目を見て
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